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４．本園の本質的価値 

本園の本質的価値とは、芸術上・観賞上の価値等を示すものである。歴史的変遷を踏まえ、

以下に本園の本質的価値を整理する。 

４－１ 本園の本質的価値 

（１）東京郊外の台地と斜面の地形を利用し、和洋が調和した特徴的な近代の邸宅庭園 

明治、大正の元勲、実業家の多くは、郊外の高台に邸宅を構えた。飛鳥山に渋沢栄一が邸宅

を構えるなど、駒込、飛鳥山周辺にも多くの邸宅が造られた。こうした中、明治の外交を牽引

した陸奥宗光の邸宅を古河家が譲渡され、この地に古河邸が整備されることとなった。 

本園は、台地と斜面からなる地形を利用し、台地上には、洋館と芝生広場を配置し、続く斜

面には、地形を巧みに利用したテラス式庭園と、台地の高低差を利用した大滝が整備され、ま

た、湧水の豊富な崖線下は池泉回遊式日本庭園とし、さらに敷地東部の斜面上の平地には茶室

とそれに伴う茶庭が配されている。 

明治・大正期の邸宅庭園では、洋館と洋風庭園、和館と日本庭園を併設した例が多く見られ

るが、本園は、主屋である洋館を中心とする洋風庭園、池泉回遊式日本庭園、茶室・茶庭とい

う和洋が見事に調和するという点で特徴的であり、その様相が今日まで残されている貴重な近

代の邸宅庭園である。 

（２）ジョサイア・コンドルの日本文化への深い理解が生み出した洋館と洋風庭園 

日本における西洋建築の父と言われるジョサイア・コンドルにとって、古河邸は現存する最

晩年の作品である。洋館は重厚な石積みの外壁に、軽快な切妻屋根を組み合わせたピクチャレ

スク（絵画的）な構成が特徴であり、また、１階は迎賓機能を含む公的空間として洋風の意匠

としているが、２階は日常生活のための空間として、主要な部屋には真壁、畳敷きの伝統的な

和室をそのまま洋館に採り入れている。このような手法は、これまでのコンドルの作品では例

が無く、旧古河邸で確立されたものと見られている。 

洋館は、高台の斜面を利用したテラス式庭園と共に本園の主要な景観を構成し、来日以来日

本の文化や芸術を探求し続けたコンドル自身の、日本文化への深い理解が生み出した作品とし

て、貴重な価値を持つものである。 

（３）七代目小川治兵衛（植治）の伝統的な技術を生かした日本庭園 

本園の崖線から低地部に配置された日本庭園は、七代目小川治兵衛（植治）が東京で作庭し

た最初期の作品である。小川治兵衛は、崖線斜面部に落差のある大滝や茶室・茶庭を配置した

一方、低地部には池を中心とする多様な水景で構成された回遊式庭園を配置するなど、崖線地

形の高低差を利用した作庭を行った。また、日本庭園と洋館や洋風庭園との接続部分において

も地形を活かした巧みな景観処理を行っており、こうした作庭技術は、古河邸の中に洋館・洋

風庭園と日本庭園という性格が異なる景観を同時に並立させる地割を可能にした。 

このように本園は、七代目小川治兵衛が伝統的な技術を発揮して作庭した日本庭園が、コン

ドルによる洋館・洋風庭園と並立し、その特徴が良好に保存されている貴重な近代庭園である。 
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（４）明治・大正期から現在まで、時代の要請に応えながら継承されてきた文化財庭園 

本園は、古河家が所有した時代には、本邸としての生活の場であると同時に、古河財閥の貴

賓接遇の場として海外の要人などを迎え、様々に利用されてきた。また関東大震災の際には、

古河虎之助により全邸が開放され、避難者の収容や救護にあたり、震災後の被災者支援の拠点

として大きく貢献した。 

戦後、本園は古河家の手を離れ国の所有となったが、北区では大規模な公園が少なく、豊か

な自然の残る本園の開放を求める地域住民からの強い要望があった。こうした声を後押しに公

共の庭園として開園された本園は地域の中で極めて貴重な存在となった。 

様々な時代の要請に応えながらも、古河家の歴史を背景にした文化財的価値を有する洋館、

洋風庭園と日本庭園、茶室・茶庭などが変わらず残されており、古河邸として守られてきた歴

史的価値を、都立庭園となってから現在まで継承・発展させている。 
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４－２ 庭園の価値を構成する要素 

平成 22（2010）年度改定の「東京都における文化財庭園の保存管理計画」（以下、保存管理

計画という。）で分けた景観ゾーン及び地区をもとに、本園の特色に基づき、図２－154のよ

うに、３つの景観ゾーン及びＡ～Ｎの地区に分けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－154 景観ゾーン及び地区区分図  

①本館を中心とした洋風庭園の景観ゾーン 

②池泉を中心とする日本庭園の景観ゾーン 

③外周園路とその周辺の景観ゾーン 

凡例 

     名勝指定範囲 
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本園の「価値を構成する要素」について、庭園の主な構成要素は表２－６のとおりであ

り、本園の維持管理や運営上必要である要素を「本質的価値を構成する要素以外の要素」

として、表２－７に整理した。 

 

表２－６ 本園の本質的価値を構成する要素 

ゾーン 要素 

① 本館を中心とした洋

風庭園の景観ゾーン 

地形：テラス式庭園、芝生広場 

護岸・石組：黒ボク石積 

建造物：洋館、正門、車庫、書庫、井戸、外周塀 

植栽：バラ園、上記の要素に関連する植栽 

② 池泉を中心とした日

本庭園の景観ゾーン 

地形：心字池、中島、沢流れ、荒磯、渓谷、 

護岸・石組：大滝、枯滝、女滝、崩れ石積、黒ボク石積 

建造物：下の茶室、茶庭、庭門 

石造物：石橋、二枚橋、舟着石、石燈籠、多層塔 

植栽：上記の要素に関連する植栽 

③ 外周園路とその周辺

の景観ゾーン 

地形：馬車道 

護岸・石組：黒ボク石積 

建造物：染井門、外周塀 

植栽：上記の要素に関連する植栽 

 

 

表２－７ 本園の本質的価値を構成する要素以外の要素 

分類 要素 

植栽 本質的価値を構成する植栽（表２－６）以外の植栽 

公開・活用施設 案内板、解説板、掲示板 

休養施設 展望台、見晴台、ベンチ 

便益施設 便所、水飲み場、売店、上の茶室 

管理施設 西門、兜門、給排水管、電気通信管、ごみ箱、貯水設備、 

浄化設備 

管理運営のための建物 サービスセンター（管理事務所）、倉庫、ごみ置場、物置 
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１ 本館を中心とした洋風庭園の景観ゾーン 

１）テラス式庭園 

コンドルは、建物から庭へと続く連続性を重視し、洋風庭園の設計に土地の高低差を活か

して、当時の英国で再流行していたヴィクトリア朝のイタリア（テラス）式を取り入れた（図

２－155）。 

 

 

 

 

 

 

 

洋館から見下ろすように配置された洋風庭園は、

三段構造になっており、構成は上段、中段から下段

にかけて洋風から和風、整形式から自然式へとその

性格に変化を見せ、本園を特徴づける重要な景観と

なっている。また、上段は、洋館を囲むテラスで、

中段の整形式花壇とともにバラ園として、洋館を引

き立てている（図２－156）。 

 

 

 

第二段のテラスは、洋館からの眺望を考慮し、洋

風庭園に多く見られる平面幾何学式模様の花壇を

採用している。 

花壇にはおよそ 100種 200株のバラがあり、春と

秋には色鮮やかな花が咲きそろい、特徴的な景観要

素となっている（図２－157）。 

 

 

第三段のテラスは、ツツジの刈込になっており、

幾何学的な模様から自然的景観へと移行し、洋から

和へと植栽樹種も配植も変化している（図２－

158）。 

 

  

図２－156 テラス上段・中段 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

 

図２－155 テラス式庭園 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

図２－157 第二段 整形式花壇 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

 

図２－158 第三段 ツツジ刈込 
平成 30（2018）年 12月 10 日 
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２）芝生広場 

整形式花壇（バラ園）の洋風庭園に対し、洋館東側

は芝生広場として、洋館全体をとらえるビューポイ

ントとなっている。また、様々な催事等の会場となっ

ている（図２－159）。 

当初の配置プランから計画されている重要な景観

要素である。 

 

 

３）洋館 

古河家の本邸となった建物で、構造は煉瓦造２階

建て、外壁は真鶴産の新小松石（安山岩）の石積み

で粗面仕上げとし、屋根はスレート葺で、急勾配の

切妻屋根となっている。また、内部は１階を洋風、

２階を和風としており、洋と和を併用した大正初期

の西洋邸宅建築としての姿を留め、コンドル最晩年

の作品として貴重な建物である（図２－160）。 

大正 6（1917）年５月に竣工し、昭和 58（1983）

年から平成元（1989）年、平成 10（1998）年から平

成 13（2001）年の２回修理を行っている。 

 

４）正門 

正門は、小松石の角柱に鋳鉄製の鉄柵が取り付け

られている（図２－161）。鉄製の枠部の意匠は、コ

ンドルの図面の正門とほぼ一致している。石畳の敷

き方もコンドルの図面配置図のものと一致してい

る。 

 

 

５）書庫 

建物は煉瓦造石積みに入母屋屋根を架けた和洋折

衷の外観と、ステンドグラスの使用など内装にも意

匠が凝らされ、保存状態も良好であることから、近

代建築意匠の記録として貴重な建築物である（図２

－162）。 

コンドルと辰野金吾の指導を受けた建築家の一人

である葛西萬司の設計とされ、古河邸整備当初に築

地本邸から移築された。古河邸時代は「文庫」と呼

ばれ、美術品を収蔵する石造倉庫であったとされる。 

図２－159 芝生広場 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

 

図２－160 洋館 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

 

図２－161 正門 

平成 30（2018）年 12月 10 日 
 

図２－162 書庫 
平成 30（2018）年 12月 10 日 
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６）車庫 

妻壁に煉瓦タイルを張った切妻屋根スレート葺の

建物であり、現在はガイドボランティアの休憩室と

して使われている（図２－163）。 

コンドルの配置プランに記載されており、古河邸

時代から残された貴重な建物の一つである。 

 

 

 

７）井戸 

二方向に板壁が張られた切妻スレート葺の屋根を

持つ建物で、中に井戸がある（図２－164）。 

 

 

 

 

８）黒ボク石積 

黒ボク石は、富士山の溶岩で、多孔質で軽く、加

工もしやすい。山の雰囲気が出るため、主に関東で

石組みとして用いられることが多いが、本園では土

留めを兼ねて石垣状に積まれている（図２－165）。 

黒ボク石組によって、洋風庭園から日本庭園へ向

かう部分が連続的景観として処理されており、特徴

的な景観要素となっている。 

 

２ 池泉を中心とした日本庭園の景観ゾーン 

９）心字池 

日本庭園の池は、鞍馬平石や伊予青石など日本各地の名石が配されている。 

池泉を中心とした庭園部分の主要な構成要素（主景）は、池の北東、台地斜面の上から注

ぎ落ちる大滝と、大滝からの流れに渡された橋、荒磯と枯滝、雪見燈籠等からなる南側池畔、

そして中島周辺等であり、心字池を中心に多様な水景が構成されている。池の周囲を巡りな

がら鑑賞できるよう、景観に変化を与えている（図２－166）。 

図２－164 井戸 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

 

図２－166 心字池 

平成 30（2018）年 12月 10 日 
 

図２－163 車庫 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

 

図２－165 黒ボク石積 
平成 30（2018）年 12月 10 日 
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10）中島 

中島は、池泉に浮かび、景観に変化を与えており、

庭園を回遊する際の主要な眺望地点となっている。ま

た、荒磯や枯滝、雪見燈籠等の眺望のポイントとも

なっている（図２－167）。 

 

 

 

 

 

11）沢流れ 

心字池から注がれた水が、南東方向に流れていき、

自然の風景に見立てた沢の流れを意図した景観要素

となっている（図２－168）。 

 

 

 

 

 

 

12）荒磯 

雪見燈籠が据えられた磯浜に見立てたゴロタ石敷

は、この庭園の景観の中心であり、雪見燈籠と一体

に心字池の主景を構成している（図２－169）。 

 

 

 

 

 

13）渓谷 

洋風庭園と日本庭園の間の樹林地、細長い島状の

部分によって形づくられ、深山幽谷の景色を表現し

ている（図２－170）。池の中にある水路を渓谷とし

て見立て、洋風庭園と日本庭園との境界とし、「洋」

と「和」を区切る部分となっている。 

 

 

 

 

図２－169 荒磯 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

図２－170 渓谷 

平成 30（2018）年 12月 10 日 

図２－168 沢流れ 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

 

図２－167 中島 
平成 30（2018）年 12月 10 日 
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14）大滝（男滝） 

大滝は本郷台地の斜面を巧みに利用して整備さ

れ、７ｍもの落差をもって 20 数ｍを流れ下る。七

代目小川治兵衛が作庭した他の庭園と比較しても

際立った大きさで、この庭園の特徴と言え、重要な

景観要素となっている（図２－171）。 

 

 

 

 

15）枯滝 

伊予青石などの巨石を滝添え石に、流れに伊勢及

び摂津ゴロタ石が使われている。この沢の園路に接

するところの伊予石、和知川の景石とともに奥深い

景観を演出している（図２－172）。 

 

 

 

 

16）崩れ石積 

石を垂直に積む方法のうち、崩れ石積は京都で発

達した伝統的な工法である。茶室・茶庭と池との間

において崩れ石積を用いており、植治の技巧が凝ら

された部分として観賞できる貴重な景観要素と

なっている（図２－173）。 

 

 

 

 

17）下の茶室・茶庭・女滝 

下の茶室は古河邸整備当初から現存する建物で

あり、数寄屋風の建物で、八帖の部屋に水屋がある

造りとなっている。地下には煉瓦造の地下室がある

（図２－174）。 

下の茶室東の女滝は、男滝（大滝）と対となるも

のとされる。現在は水が流れていないが、女滝から

渓流となる流れが確認できる。滝と軽快な流れを得

意とした七代目小川治兵衛の見せ場となる部分で

あったと考えられる。 

図２－171 大滝 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

図２－172 枯滝 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

 

図２－173 崩れ石積 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

 

図２－174 下の茶室・茶庭 

平成 30（2018）年 12月 10 日 



Ⅱ 本園の歴史・本質的価値 

 85 

18）庭門 

茶室・茶庭の入口の門で桧皮葺となっており、中

門の役割を担う（図２－175）。庭門を入ると北側山

手には内露地があり、そこには織部燈籠と蹲踞が組

まれている。 

 

 

 

 

 

19）石橋 

心字池に流れこむ渓谷にかかる一枚岩の橋で、紅

葉期には周辺のカエデが美しく彩る（図２－176）。

図２－42 の図面においても同じ場所に橋が架かっ

ていることが確認できる。 

 

 

 

 

20）二枚橋 

二枚橋は、心字池の西岸と中島を結ぶ石橋である。

２枚の井内石（仙台根布川）を筋違いにつないだ石

橋で、心字池を見渡す眺望のポイントとなっている

（図２－177）。図２－42の平面図で、二枚橋の形状

が確認できることから当初より存在するものと考え

られる。 

 

 

 

 

21）舟着石 

池縁の水際にある舟着場ともいえる場所は、心字

池の眺めの要となる所で、正面に見える荒磯に強調

的に据えられた雪見燈籠や、その奥に見える枯滝の

石組、その背後に見え隠れする多層塔への通景線が

集まる位置にある（図２－178）。 

 

 

  

図２－175 庭門 

平成 30（2018）年 12月 10 日 

図２－177 二枚橋 
平成 30（2018）年 12月 10

日 

図２－176 石橋 
平成 30（2018）年 12月 10 日 

 

図２－178 舟着石 
平成 30（2018）年 12月 10 日 
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22）石燈籠 

雪見燈籠は、池の主景となっており、配置は周辺

のどの部分から見ても絵となる構図を構成している

（図２－179）。 

その他、本園内の石燈籠や石造物は大型のものが

多いことが特徴で、園内を巡る際のアクセントとし

て重要な景観要素となっている（図２－180～185）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２－179 雪見燈籠 
（平成 30年 12月 10日） 

図２－181 泰平型燈籠 
（平成 30年 12月 10

日） 

図２－182 春日型燈籠 

（平成 30年 12月 10
日） 

図２－180 奥の院燈籠 

（平成 30年 12月 10
日） 

図２－183 多層塔 

（平成 30年 12月 10
日） 

図２－184 織部燈籠 
（平成 30年 12月 10

日） 

図２－185 濡鷺型燈籠 

（平成 30年 12月 10
日） 
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３ 外周園路とその周辺の景観ゾーン 

23）馬車道 

染井門から敷地外縁部を巡るように洋館まで馬

車道が続いている（図２－186）。この馬車道のアプ

ローチは、染井門から賓客を迎え、洋館へと誘導す

る重要なアプローチ空間となっていたと考えられ

る。 

 

 

 

24）染井門 

染井門は、木造入母屋桟瓦葺平屋建の純和風の門

であり、本園敷地南端にある（図２－187）。古河家

整備当初から存在し、賓客を迎えるための入口だっ

たとされる。 

昭和 41（1966）年に修理工事が行われたが、現在

は閉鎖されている。園外は北区に移管された児童遊

園となっている。 

 

 

25）外周塀・石積 

庭園の外周塀は古河邸時代からのものと推定され

る小松石積の上に煉瓦積モルタル仕上げ、瓦葺で構

成されるもので、平成 23（2011）年の東日本大震災

で被害を受け、修理された（図２－188,189）。 

庭園外周は外周塀のほか、石積のみとなっている

部分や、小松石積でなく玉石積みで構成されるとこ

ろもある（図２－190）。石積の修理履歴は明らかで

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２－186 馬車道 
（平成 30年 12月 10日） 

図２－187 染井門 
（平成 30年 12月 10日） 

図２－188 外周塀 
（平成 30年 12月 10日） 

図２－189 外周塀の断面 

（平成 30年 7月 7日） 
図２－190 石積 

（平成 30年 12月 10日） 
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